
教
育
を
め
ぐ
る
動
き

（
田
・

2
t
8
月）

し
て
調
査
す
る
乙
と
を
決
定

し
、
全
国
的
K
道
徳
教
育
の
現
状

調
査
の
実
施
を
指
示

2 
月

10 

文
部
省
、
全
国
都
道
府
県
・
指
定

都
市
教
育
長
会
議
を
開
き
、
校
内

暴
力
の
全
国
調
査
を
指
示

23 

示過文
大部
規省
模
学部
校道
の府
実県
態 iζ
調た
査い
をし
指

5 

横
浜
市
の
山
下
公
園
で
、
中
学
生

を
含
む
少
年
グ
ル
ー
プ
が
浮
浪
者

に
集
団
暴
行
致
死
傷
事
件
を
ひ
き

お
乙
す

自
民
党
文
教
部
会
教
員
問
題
小
委

員
会
、
教
職
員
免
許
法
改
正
案
を

ま
と
め
る
。

12 

瀬
戸
山
文
相
参
院
予
算
委
員
会

で
教
育
勅
語
肯
定
の
答
弁

28 

15 

東
京
都
町
田
市
忠
生
中
学
校
で
、

生
徒
か
ら
暴
行
を
・
つ
け
て
い
た
教

師
が
、
果
物
ナ
イ
フ
で
生
徒
を
刺

す

5 
月

文
部
省
、
小
学
校
で
の
一
斉
授
業

の
見
直
し
等
の
た
め
に
、
教
師
用

手
引
書
作
成
の
た
め
の
研
究
協
力

者
会
議
を
発
足

中
曽
根
首
相
、
参
院
予
算
委
員
会

で
日
教
組
の
運
動
方
針
は
政
治
的

で
あ
る
と
批
判

14 

臨
調
最
終
答
申
、
教
科
書
無
償
給

与
制
度
の
廃
止
等
を
含
め
た
方
向

を
う
ち
だ
す

21 

らぐ文
くる部

た省
め
、少

有年
識 非
者行
懇の
談対
会策
をを
ひさ

19 

日
本
学
術
会
議
第
八
九
回
総
会
、

政
府
の
学
術
会
議
法
改
正
案
に
賛

成
で
き
な
い
と
の
反
対
声
明
を
可

決

4 
月

22 

瀬
戸
山
文
相
「
青
少
年
非
行
対

策
省
内
連
絡
協
議
会
」
（
仮
称
）

を
発
足
さ
せ
る
乙
と
を
、
記
者
会

見
で
言
明

23 

文
部
省
、
非
行
、
校
内
暴
力
の
多

発
地
域
K
、
巡
回
教
育
相
談
活
動

を
実
施
す
る
乙
と
を
決
定
（
全
国

一
六
都
道
府
県
を
対
象
・
新
潟
県

を
含
む
）

第
一
三
期
中
央
教
育
審
議
会
教
科

書
小
委
員
会
教
科
書
制
度
の
見

7 

都
道
府
県
教
育
長
協
議
会
、
非
行

問
題
に
つ
い
て
の
申
合
せ
を
発
表

13 

全
日
本
中
学
校
長
会
生
徒
指
導
特

別
委
員
会
今
後
の
非
行
問
題
に

つ
い
て
、
八
二
%
の
校
長
が
危
慎

と
答
え
て
い
る
乙
と
を
発
表

3 
月

文
部
省
、
子
ど
も
を
「
自
宅
研
修
」

な
ど
の
名
目
で
の
校
内
暴
力
対
策

の
実
態
を
違
法
の
疑
い
が
濃
い
と

30 

15 

文
部
省
、
都
道
府
県
教
委
に
た
い

直
し
に
つ
き
審
議
結
果
を
総
会
に

報
告
・
承
認
さ
れ
る

6 
月14 

中
曽
根
首
相
の
私
的
諮
問
委
員
会

「
文
化
と
教
育
に
関
す
る
懇
談
会
」

初
会
合

15 

瀬
戸
山
文
相
教
育
職
員
養
成
審

議
会
に
教
員
の
養
成
と
免
許
制
度

に
つ
い
て
諮
問

-65ー

18 

日
本
平
和
教
育
協
議
会
、
広
島
平

和
教
育
研
究
所
、
第
二
回
全
国

平
和
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

23 

文
部
省
、
習
熟
度
別
学
級
編
成
の

全
国
調
査
ま
と
め
る
。
普
通
高
校

の
四
二
%
（
一

O
三
九
校
）
実
施

30 

第
一
三
期
中
教
審
、
教
科
書
小
委

員
会
の
報
告
を
了
承
。
高
村
会
長

文
相
に
答
申

7 
月6 

日
経
連

「
近
年
の
校
内
暴
力
問



鏡
花
つ
い
て
」
の
報
告
と
擬
設
を

発
表

秋
田
県
議
教
組
・
高
校
生
の
名
簿

の
欝
嬢
へ
り
提
供
に
つ
い
て
操
教

委
K
是
正
を
要
求

11 

岡
山
幾
議
会
日
教
組
大
会
K
公

共
施
設
貸
再
反
対
の
擦
情
を
傑
択

14 

自
民
党
文
教
部
会
教
科
書
法
の

或
立
を
め
ぎ
す
と
と
確
認

叩
日
教
組
第
二
次
教
腎
制
度
検
討
委

員
会
「
現
代
日
本
の
教
育
改
革
」

を
ま
と
め
る

21 

文
部
省
、
要
行
の
六
三
一
一
樹
の
学

校
制
度
の
晃
穫
し
の
方
針
を
決
定

羽

文
部
省
、
マ
ン
モ
ス
授
。
実
態
議

資
ま
と
め
る
。
コ
二
学
級
以
上
の

マ
ン
モ
ス
校
は
、
小
・
中
あ
わ
せ

て
二
一
四
四
校
〈
六
・
一
%
）

8 
jJ 5 

文
蔀
雀
、
金
臨
公
立
小
中
学
校
の

道
穣
教
宵
の
実
施
状
況
調
査
結
果

告
発
表
。

道
雄
教
育
の
強
化
を
う
ち
だ
す
。

11 

文
部
省
、
今
馨
の
高
校
進
学
率
九

四
%
〈
昨
年
昆

0
・一一一%減〉、

専
諺
学
校
進
学
率
一

0
・
三
%

〈岡
0
・
七
%
増
）
、
短
大
一

0
・

七
%
、
大
学
二
部
・
四
%
と
発
表

17 

自
民
党
教
科
書
題
選
プ
ロ
ジ
ぷ
ク

ト
チ

i
ム
、
教
経
書
無
償
制
は
、

一
九
八
五
年
ま
で
、
教
科
書
法
案

を
次
期
通
常
閥
会
ま
で
ま
と
め
る

な
ど
の
改
革
案
を
文
部
省
に
求
め

る
ζ

と
を
了
拳

22 

文
部
省
、
自
民
党
文
教
部
会
1

文

教
輯
変
調
査
会
に
来
年
度
の
雛
算

獲
求
案
を
報
告
。

お

日
本
学
議
会
議
法
改
正
案
に
反
対

す
る
訴
え
を
、
鶴
田
名
の
学
者
が

発
表

30 

第
五
八
踊
日
教
組
定
期
大
会
、
岡

山
県
・
議
離
町
の
プ
レ
ハ
ブ
会
場

で
開
催

県
内
の
教
育
を
め
ぐ
る
動
選

〈
部
・

7
1
m月）

7 
月15 

震
高
教
組
警
察
へ
の
生
徒
名
簿

の
提
出
は
、
十
三
の
高
校
と
発
表

18 

県
教
曹
長
県
議
A
耳
鳴
持
’
少
年
対
賞

特
別
委
員
会
で
、
生
徒
名
簿
提
供

の
実
態
調
査
を
払
約
束

21 

新
発
田
警
察
署
、
議
議
中
学
校
、

佐
々
木
中
学
校
、
聖
護
中
学
校
の

生
徒
六
十
六
人
を
乱
開
守
麗
で
繍

導

却

最
高
教
組
高
校
教
育
審
議
会

〈
会
長
北
村
四
蕗
諒
新
調
大
学

長
〉
の
認
会
合
。
父
緑
、
中
・
高

の
教
毎
な
ど
十
六
人
の
警
護
メ
ン

J

T

’
 

8 
月4 

北
藷
諜
郡
雛
神
村
今
年
四
月
に

さ
か
の
ぼ
り
、
保
育
科
む
き
下
げ

が
明
ら
か
に
な
る

村
内
五
つ
の
父
母
会
の
連
務
会
が

村
内
有
権
者
の
半
数
近
い
三
千
二

百
人
の
署
名
を
集
め
た
運
動
が
大

き
な
力
と
な
る

11 

県
、
今
春
の
高
校
進
学
率
九
十
五

%
〈
昨
年
詑

0
・
五
%
議
〉
、
粗

大
・
大
学
進
掌
事
十
九
%
〈
同
0
・

五
銘
減
）
で
金
摺
四
十
七
都
道
府

察
ゃ
っ
ち
四
十
五
番
自
と
発
表

18 

加
茂
警
察
署
市
内
命
中
e

高
生

あ
わ
せ
て
一
六
一
名
を
万
引
き
、

自
販
機
荒
ら
し
で
補
導

新
議
私
教
連
私
学
援
の
つ
ど
い

を
捗
高
香
雲
間
で
ひ
ら
く
。
急
襲

M
i
i
s
a
－－－ 

打
開
へ
態
銭
高
く
進
む
乙
と
を
確

認

21 

第
五

O
岡
県
民
間
教
脊
研
究
集
会

山
石
器
郡
関
川
村
雲
母
・
た
か
の
巣

樋
泉
で
ひ
ら
か
れ
る
。
地
元
父
母

もんハ

O
名
円
以
上
参
加
す
る
。

子
ど
も
が
心
を
ひ
ら
い
て
く
れ
る

教
師
・
学
校
づ
く
り
め
ざ
し
て
、

活
発
な
討
論
が
展
諒

24 

高
校
学
習
会
第
辺
部
愛
期
大
学

習
会
を
ひ
ら
く

鴻

県
高
教
組
県
内
の
教
識
と
父
母

の
意
識
調
楚
ま
と
め
発
表

§ 

月

-66-

2 

県
高
教
観
第
一
一
開
高
校
教
育
審

議
会
。
ら
く
。
教
育
荒
廃
の
元
凶

，
輪
切
り
’
と
指
摘

3 

集
教
委
衆
議
の
公
立
高
校
募
集

学
級
の
削
減
方
針
明
ら
か
に
な
る

8 

糸
魚
川
市
で
高
校
一
一
撃
生
、
，
祖
母

を
刺
し
殺
し
自
殺

事

学
技
法
人
「
る
ゆ
み
秀
英
学
鑓
」

〈
担
訳
正
也
理
事
長
〉
聖
護
問

k
m
私
立
高
校
館
設
の
た
め
、
同
時

当
蕗
と
議
会
K
説
明
を
し
、
協
力

者
嬰
識
し
て
い
た
ζ

と
が
明
ら
か

花
な
る



11 

第
二
九
回
県
母
親
大
会
八

O
O

名
を
越
え
る
母
親
の
参
加
で
新
潟

小
学
校
で
開
催

中
学
生
問
題
の
分
科
会
は
、
廊
下

ま
で
は
み
だ
す
参
加
者
で
い
っ
ぱ

19 

県
警
今
年
上
半
期
（
一
上
ハ
月
）

の
校
内
暴
力
の
実
態
調
査
を
明
ら

か
に
す
る
。

昨
年
を
は
る
か
に
上
回
る
状
況

27 

県
高
教
組
第
三
回
高
校
教
育
審

議
会
を
ひ
ら
く

10 
月4 

長
岡
市
東
北
中
学
校
校
内
暴
力

で
三
年
生
の
男
子
三
名
が
現
行
犯

逮
捕

8 

新
潟
市
で
、
中
学
三
年
生
、
不
愉

快
な
あ
だ
名
を
つ
け
た
級
友
宅
K

放
火
し
逮
捕
（
日
日
、
先
月
全
焼

し
た
自
分
の
通
う
中
学
校
に
も
放

火
し
た
乙
と
が
明
ら
か
に
な
る
）

11 

県
教
委
来
春
か
ら
県
五
高
校
農

業
科
を
普
通
科
に
転
換
す
る
乙
と

を
、
県
議
会
総
務
文
教
委
員
会
に

示
す
。

水
原
高
、
安
塚
高
、
吉
川
高
の
三

‘
校
四
学
級
を
対
象

県
教
育
長
東
北
中
暴
力
事
件
の

対
応
は
、
や
む
得
ぬ
措
置
と
答
え

る。し
か
し
、
校
内
暴
力
事
件
に
お
け

る
警
察
力
要
請
の
四
基
準
と
の
関

係
で
再
調
査
を
約
束

「
ほ
え
ろ
！
チ
ピ
」

溝
井
英
雄

内

山

格

学
校
図
書

作絵
九
八

O
円

高
橋

武
昌

星
児
「
お
父
さ
ん
、
ぼ
く
、
す
ご
く
乙
わ

か
っ
た
。
長
岡
っ
て
と
乙
、
大
変
だ
っ

た
ん
だ
ね
え
。
」

父
「
う
ん
、
野
ち
ゃ
ん
、
湯
沢
K
帰
る

と
き
、
い
つ
も
す
っ
と
通
っ
て
し
ま
う

長
岡
は
、
三
十
八
年
前
の
空
襲
を
’
つ
け

て
、
多
く
の
人
た
ち
が
な
く
な
っ
た
ん

だ
よ
ね
。
乙
の
本
の
印
象
深
い
所
、
他

は。」

星
児
「
は
じ
め
の
方
、
健
と
か
良
三
た
ち

信
濃
川
で
遊
ん
で
た
で
し
ょ
う
。
ち
ょ

う
ど
ぼ
く
た
ち
と
同
じ
五
年
生
み
た
い
。

良
三
が
お
ぼ
れ
た
の
が
あ
と
で
わ
か
っ

て
先
生
に
お
乙
ら
れ
る
の
が
つ
ら
か
っ

た
。
い
や
な
先
生
だ
っ
た
。
」

父
「
そ
う
か
、
何
と
い
っ
て
も
、
お
父

さ
ん
は
、
平
潟
神
社
に
空
襲
で
な
く
な
っ

た
人
た
ち
が
山
の
よ
う
だ
つ
た
：
・
と
い

う
と
乙
ろ
涙
が
で
た
な
あ
。
広
島
や
長

崎
の
原
爆
を
’
つ
け
た
と
乙
ろ
だ
け
で
な

く
日
本
の
い
た
る
と
乙
ろ
が
大
変
だ
っ

た
ん
だ
ね
え
。
」

星
児
「
そ
う
そ
う
、
ぼ
く
は
ね
、
さ
い
ど

の
と
乙
ろ
で
ね
、
空
襲
の
お
そ
ろ
し
さ

で
し
ゃ
べ
れ
な
く
な
っ
た
の
り
子
ち
ゃ

ん
が
、
み
ん
な
に
あ
た
た
か
く
さ
れ
、

つ
い
に
笑
う
で
し
ょ
う
。
一
課
が
で
た
よ
。

で
も
ね
、
乙
の
あ
い
だ
ゲ
ン
の
映
画
の

と
き
、
原
爆
が
お
ち
て
、
目
玉
が
と
び

だ
し
た
り
、
ゅ
う
れ
い
み
た
い
に
な
っ

た
の
を
み
て
、
ぼ
く
の
近
く
の
子
が
笑
っ

て
い
た
の
は
、
い
や
だ
っ
た
な
あ
。
」

父
「
そ
う
だ
ね
、
君
た
ち
の
よ
う
な
子

ど
も
の
中
に
も
、
心
か
ら
悲
し
い
乙
と

が
わ
か
ら
な
い
子
も
い
る
ん
だ
ね
。
な

に
か
、
さ
み
し
い
ね
。
お
父
さ
ん
た
ち

も
、
い
っ
ぱ
い
昔
の
は
な
し
を
し
な
く

ち
ゃ
。
」

星
児
「
お
父
さ
ん
は
、
戦
争
は
最
大
の
乙

の
世
の
非
行
だ
と
い
う
け
ど
さ
、
非
行

と
い
う
の
は
、
だ
れ
か
が
、
非
行
を
す

る
と
い
う
ん
だ
か
ら
、
だ
れ
か
が
す
る

ん
で
し
ょ
う
。
だ
れ
が
す
る
の
。
」

父
「
う
ん
、
む
ず
か
し
い
話
だ
、
星
ち
ゃ

ん
が
、
毎
日
勉
強
す
る
意
味
は
、
そ
う

い
う
乙
と
を
学
ん
で
い
く
た
め
に
も
や

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
」

二
男
の
星
児
と
食
後
は
な
し
を
し
て
い

ま
し
た
。
溝
井
さ
ん
の
か
か
れ
た
乙
の
本

は
、
長
岡
空
襲
の
と
き
生
き
ぬ
い
た
少
年

た
ち
が
、
主
人
公
で
す
。
今
の
殿
町
あ
た

り
に
住
ん
で
い
た
元
気
の
い
い
少
年
た
ち

は
、
昭
和
二
十
年
八
月
一
日
の
夜
、
約
二

千
ト
ン
以
上
の
焼
夷
弾
を
う
け
ま
す
。
千

手
町
で
は
、
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
に
平

均
8
本
も
の
焼
夷
弾
が
お
と
さ
れ
る
と
い

う
お
そ
る
べ
き
じ
ゅ
う
た
ん
爆
撃
に
あ
う

の
で
す
。

乙
の
お
話
は
単
に
戦
争
を
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
風
に
教
え
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
は

な
い
の
で
す
。
八
月
の
長
岡
空
襲
の
前
後

を
生
き
る
人
間
た
ち
の
状
況
・
社
会
状
況

を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
し
か
も
形
象
深
く
読

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
聖
戦
を
信
じ
て
疑
わ

な
い
健
の
父
、
そ
し
て
対
称
的
な
元
新
聞

記
者
で
非
国
民
と
偏
見
の
目
で
み
ら
れ
て

い
る
岡
本
さ
ん
や
人
道
主
義
者
の
捕
虜
で

も
あ
る
オ
ル
ト
医
師
な
ど
登
場
し
ま
す
。

空
襲
で
に
け
ま
ど
い
、
生
死
を
さ
ま
よ
う

と
き
、
乙
れ
ら
の
人
間
た
ち
が
織
り
な
す

行
為
が
、
私
た
ち
読
み
て
に
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
底
の
中
で
あ

た
た
か
く
か
か
わ
り
あ
い
な
が
ら
は
げ
ま

し
て
生
き
よ
う
と
努
力
す
る
乙
の
本
の
持

つ
向
日
性
に
、
子
ど
も
達
は
、
安
心
す
る

の
で
す
。
人
間
が
炭
の
よ
う
に
な
り
物
質

化
し
た
、
お
そ
ろ
し
い
地
獄
絵
図
が
展
開

す
る
け
れ
ど
、
乙
の
本
の
ド
ラ
マ
性
即
ち

人
聞
を
信
じ
て
生
き
よ
う
と
努
力
し
て
い

る
暖
か
さ
は
、
溝
井
さ
ん
の
し
た
た
か
な

文
筆
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

健
少
年
の
妹
の
の
り
子
が
空
襲
の
シ
ョ
ッ

ク
で
自
閉
症
状
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

岡
本
さ
ん
は
、
乙
の
の
り
子
の
た
め
に
大

す
き
な
犬
を
く
れ
ま
す
。
乙
の
犬
と
た
わ

む
れ
る
の
り
子
ち
ゃ
ん
は
つ
い
に
、
笑
い

し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
乙
ろ
は
、
圧
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